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非平衡反応における化学パターンの形成、リズムの発生について、多くの物理化学的研究がなさ

れてきた[1]。1950 年代に見出された Belousov-Zhabotinsky(BZ)反応の周期的変化を伴う振動化

学反応や、さらに古く、19 世紀末に報告された Liesegang 現象(規則的な縞模様を描いて沈殿が

生成する)等は、典型的な非線形現象である。こうした反応において形成される化学パターンは、

いわゆる散逸構造（dissipative system、物質やエネルギーの出入りがある環境における平衡状

態から乖離した熱力学的開放系）として理解され、反応拡散モデルで記述することにより解釈さ

れている。理論的研究とシミュレーションが成功をおさめており、例えば、上述の BZ反応は、い

くつもの素反応からなるＦＫＮメカニズムにより説明されている[2]。他方、実験的な研究、特に

化学パターンの詳しい構造については、種々の光学顕微鏡による観察が圧倒的多数をしめ、化学

パターンの各部分の形態、大きさ、色等、またその時々刻々の変化が観察されている。光学顕微

鏡では得られない情報、例えば詳しい化学組成、結晶構造については、ほとんど研究されていな

いが、その理由は、単にそのような分析手法が未確立であったということに尽きるであろう。特

に、時々刻々の元素毎の分布の変化等を分析できれば、化学パターンの変化の本質を理解するの

にきわめて有用である。本研究では、放射光を用い、動画撮像が可能な投影型蛍光Ｘ線イメージ

ング[3]による検討を行っている。 
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